
　■日時：令和５年１０月２０日（金） １０時３０分～１２時００分

　■場所：白糠町庶路支所

質　疑　内　容

Ｑ インセンティブを与えられた企業同士がコンソーシアムを組んだ場合、インセンティブは合算されるか。

Ａ インセンティブの加点方法については決まっていない。不公平にならないよう検討する。

Ｑ
候補地の近接地でソーラー発電がなされるということだが、候補地からの景観は考慮されているのか。説明資料の基礎データに掲載され

ている、撮影方向⑥からの眺望にかかるのではないか。

Ａ
再生可能エネルギーの計画地200haの面積のうち、約3割の面積にソーラー発電を設置する予定である。南側が坂になっており、道路から

見ても景観を損ねることにはならないと考えているが、若干ソーラーパネルが見える可能性はある。

Ｑ 再生可能エネルギーと温泉水は、活用する前提で提案すべきか。

Ａ
必ずしも温泉を活用することを条件化していない。今回の掘削で、温泉が湧出する可能性がある旨を検討する上での材料としていただき

たい。コストについても検討した上で、提案に含めるかどうかを検討していただきたい。

Ｑ 再生可能エネルギーは、町の開発とは別に開発を行う必要があるのか。

Ａ
道立公園の事業において、主として開発するわけでない。

ソーラーパネルは道立公園で活用することを含めて検討している。

Ｑ コイトイ川支流は普段から流れているのか。

Ａ 通常流れている。

Ｑ 説明資料の表紙にゆめの森公園の写真を掲載していることには、何かメッセージ性があるのか。

Ａ ゆめの森公園のビジターセンターは目を引くものであり、興味を持っていただきたく表紙の写真に採用した。

Ｑ 新規道立公園に桜を植樹したいという提案のみを出したいのだが、それだけでも可能か。

Ａ 北海道のHPで公開している様式をご利用の上、提案していただきたい。

Ｑ Park-PFIの導入は必須であるのか。

Ａ Park-PFIに限らず、幅広い提案をお願いしたい。

Ｑ 想定のスケジュール感で構わないのだが、開業予定を教えていただきたい。

Ａ まだお示しできない。

Ｑ ソーラーパネルの整備スケジュールは決まっているか。

Ａ
事業者の情報によると、来年5月頃から事業を実施する予定である。この事業は補助事業であるので、認可を受けてから施行していくとの

こと。

Ｑ 「調査参加申込締切り」はHP上では10月27日だが、本資料では10月20日になっているように見える。

Ａ
資料では10月27日の段が2段になっており、資料が見づらい部分があるかもしれない。正しくは10月27日である。再度ご確認いただきた

い。
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